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１ マッピング機能概要 
 

発展会計には、標準機能としてマッピング機能を搭載
しております。 
 
現代のビジネスでは、複数のデータシステムを利用し、
それぞれを連携してデータ活用を行うのが一般的です。
しかし、異なるシステム間では、データフォーマット
やデータの構造などが異なります。 
 
そこで重要となるのが、データマッピングです。 
データマッピングでは、フィールド（科目CDや金額、
適用等）の対応付けやデータフォーマットの変換、 
データの結合・分割を行います。 
 
これらのプロセスにより、システム間の違いを越えた
データ統合ができるため、データの価値を最大限に引
き出したデータ活用が行える機能となっております。 
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企業登録画面のオプション利用欄で 
「データマッピング」のチェックが必要です 
（オプション欄にございますが無料でご利用頂けます） 

オプション利用欄にて、データマッピングに☑を入れると、 
F7-3 仕訳データ取込画面のユーザーデータ形式編集より、設定を行うことができます 

2-1 事前設定 
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2-2 各画面の説明 

①ユーザーデータ形式 （ 取込フォーマットの形式を作成 ） 
②項目名称取込     （ 取込元ファイルの項目名称取込 ） 
③項目名称        （ ②の取込元ファイルの項目名称が表示。手入力も可能 ） 
④取込項目        （ 対応する仕訳項目を選択 ） 
➄項目移動        （ 取込元の項目名称を上下に移動 ） 
⑥コード変換        （ 取込ファイルのマスタコードを変換する場合に設定 ） 
 

① 
② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 
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2-2 各画面の説明 

  
ユーザーデータ形式登録で取込形式の名称を設定  
本画面で設定した名称は、仕訳データ取込画面のデータ形式に追加され、 
プルダウンによる選択で、各名称ごとに設定を登録することができます 
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2-2 各画面の説明 

 
取り込みを行いたいCSVデータを参照より選択し、表示をクリック 

表示された取込データが、項目名称として表示されますので、  
発展会計の取込項目と紐づけ作業を行うことで、データを加工せずに取込が可能 
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2-2 各画面の説明 

コード変換では、発展会計上に変換元コードと発展会計上のコードを、 
紐づけることで、取込を行った際に、自動で変換する機能となっております 

上記例の場合、 
吐き出したCSVデータ上では、普通預金(1004)で処理をしているが、 
発展会計上では、普通預金/ビズア（1115）で処理をしている勘定科目CD変換設定。 
補助CD・部門CD・税種別CD等も、同様の処理をすることで変換が行えます。 
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2-3 税区分の設定 

■消費税に関する取込項目 
      ・税種別                           ・税区分  
      ・消費税率（％）                 ・消費税額  
      ・内外別記                        ・事業区分  
 
■税区分の設定（貸方省略） 
  パターンは４つあります。取込データにあわせて設定してください。 
  
 

パターン①：税種別を「１」に設定して取込 

パターン②：税種別・消費税率・内外 
                       ３つを設定して取込 

パターン③：税区分に税区分マスタの 
                       「略称」を設定して取込  
パターン④：コード変換登録を設定して取込 
                       （例：税区分コード） 
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2-3 税区分の設定 

・パターン① 税種別を「１」に設定して取込 

下記の場合、勘定科目コード「4416」の科目マスタで設定されている税区分が
適用されます。 

No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

項目名称 伝票番号 年月日
借方：

勘定科目ID

借方：

勘定科目名

借方：

税区分ID

借方：

税計算区分
借方： 税率

借方：

税区分名

借方：

事業区分
借方： 金額 借方： 税額

① 912 2023/10/30 4416 交通費 1 220

・パターン②：税種別・消費税率・内外３つを設定して取込 

標準形式：K・ M・ N列の設定に従って取り込まれます。３つ全てを設定する必要が 
あります。下記の場合、「課税売上対応課税仕入内税10％免税（免80仕課内10）」が
適用されます。 

No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

項目名称 伝票番号 年月日
借方：

勘定科目ID

借方：

勘定科目名

借方：

税区分ID

借方：

税計算区分
借方： 税率

借方：

税区分名

借方：

事業区分
借方： 金額 借方： 税額

② 920 2023/10/30 4416 交通費 50 1 10# 220
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2-3 税区分の設定 

・パターン③：税区分に税区分マスタの「略称」を設定して取込  

・パターン④：コード変換登録を設定して取込（例：税区分コード） 

取込データの内容を変換元コードに入力して、変換したい税区分に設定します。 
変換元コードは数字でも文字でも登録可能です 

No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

項目名称 伝票番号 年月日
借方：

勘定科目ID

借方：

勘定科目名

借方：

税区分ID

借方：

税計算区分
借方： 税率

借方：

税区分名

借方：

事業区分
借方： 金額 借方： 税額

③ 922 2023/10/30 4416 交通費 軽仕課内8 220

※簡易課税の場合は、標準形式：L列にあわせて事業区分を設定してください。 
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2-3 税区分の設定 

＜標準形式資料＞仕訳データ取込 [HELP] (bizup.jp) 
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2-4 複合仕訳・連結項目の設定 
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3-1 データ取込 

ユーザーデータ形式編集より、作成した項目が F7-3 仕訳データ取込から選択できます  
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3-1 データ取込 

参照より、取込データの指定を行い、F8実行 、OK をクリックで取込完了となります 
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3-2 取込データの確認 

F1-2 仕訳日記帳（画面）/置換機能 から 詳細/置換機能 を選択 
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3-2 取込データの確認 

詳細検索条件では、 
条件を選択することで、 
仕訳の抽出ができます 
 
入力元画面に☑を入れ、 
マッピング取込を選択 
 
条件選択後、 
F5 検索開始 

以上の流れでマッピングにより取り込んだ仕分のみを抽出ができ、 
伝票番号をクリックすることで、修正を行うこともできます 
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